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■第８回 「ビジネスリーダー育成プログラムの課題と対策～①プログラム内容～」

初めて取り組む内容もあるが、
そこは課題図書レポートを含め、
粛々とこなしていくことである。多
くはここで脱落することとなる。参
加者全員は消化できるプログラム
である必要はない。プログラムの
スケジュール調整や課題をクリア
できない人は途中棄権するくらい
で丁度よい。忙しい中で実施する
ので価値がある。気づきもある。

ロジカルシンキングが何故ない
のか？という質問がくると思うが、
戦略論やマーケティング論など各
プログラムがロジカルシンキング
そのものであるべきで、ロジカル
シンキングを別途学んでも手法を
知るだけで結果ロジカルではない
ということが多いので、敢えて削
除している。

２．ストリートスマート２．ストリートスマート®®
粛々とインテリジェントスマート
を消化した後に、アクションラーニ
ングを行う。事業提案、マネジメン
ト提案を実際に検討するといった
方がわかりやすい。最終的には
経営層へプレゼンテーションをす
るという前提で行う。内容によって
は中期経営計画や年度計画に反
映される。よって、アクションラー
ニングで検討するテーマは経営
サイドからある程度テーマ方向性
を事前に提示してもよい。

実際に提案するとなるとマーケ
ティング理論で検証しました、程
度で通用しない。ニーズは在るも
のではなく、強いニーズ以外は
ニーズとはいえない。そのために
は相応のプロファイリングが求め

これまでの連載の中でビジネス
リーダー（プログラム）の課題につ
いて述べてきた。今回は、そうした
課題を踏まえながら、どのような
プログラムが標準モデルとして相
応しいのか言及する。

１．１．インテリジェントスマーインテリジェントスマートト
ビジネスリーダープログラムまた
はコア人材プログラムの構成とし
て欠かせないのは、知識編とアク
ションラーニング編である。知識
編というのはＭＢＡ（経営大学院）
プログラムといった方がわかりや
すい。下図は代表的なプログラム
を例示した。ＭＯＴであってもＭＢ
Ａであっても、ビジネスリーダー論
というプログラムは必要である。

社会ビジョンや業界ビジョンを語
れないビジネスリーダーに企業ビ
ジョンは語れないように、ビジネス
リーダーとして求められるセンスと
いうものがある。そして戦略論。
戦略のミスは戦術ではカバーでき
ないので欠かせない。企業戦略と
事業戦略を分けて、基本ツールを
体得することである。2単位はマー
ケティングであるが、これは連載5
回目で紹介したように、マーケティ
ングが最も弱いという結果に基づ
いて設定している。時代を予測す
ることがマーケティングには求め
られる。従って、成長と成熟では
マーケティング理論も変化する。
原理原則を理解しながら、ニーズ
とシーズを繋げていく「アイデア
（創造性）」に注力するプログラム
であるべきである。3単位は会計・
財務である。この単位は第１単位
にもってきてもよいが、リアル・オ
プションも加えたいプログラムで
ある。

何故なら、ＮＰＶだけでは不確実
な意思決定はできないからである。
それと、リスクキャピタルといった
目標利益を逆算するモデルを入
れたい。ビジネスリーダーは会計
士を目指すのではないので、実践
的にプロジェクト目標や事業損益
をシミュレーションする力を養うプ
ログラムでありたい。試算表を作
る、仕訳をするといった簿記3級の
ような話はパスしたい。ただし、財
務諸表を読み、電卓を叩き、
キャッシュフロー計算書を作ると
いった手作業は経験した方がよ
い。4単位はマネジメントである。
内容としては組織や業務のデザ
インの仕方、指標によるマネジメ
ント（コーポレート・メトリクス）を学
習する。5単位はマネジメントの中
でも課題解決型業務としてのプロ
ジェクト・マネジメントを勧める。資
格を取得することが目的ではない。
ここまでが知識編である。

ＴＱＣやモノつくり経営といったプ
ログラムを入れてもよい。事業特
性に合わせてプログラムは構成
する。ここまでは知識編であり、イ
ンテリジェントスマート®と呼んで
いる。

課題図書など使いながら原理原
則と実践的手法を組織の共通言
語として体得することである。
SWOTを知っているということと、
正しくSWOTを実践で使えるとで
は雲泥の差がある。ＶＲＩＯモデル
や競合他社比較定量分析など基
本的なツールを経て仮説を絞り込
みながらSWOTへ辿り着くことで
初めてアイデアの確認となる。
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ビジネスリーダー育成プログラムの作り方と進め方 ■第８回 「ビジネスリーダー育成プログラムの課題と対策

きれいな発表をしよう、そこそこま
とめよう、では価値はない。可能
性と挑戦を醸成することがビジネ
スリーダープログラムの狙いであ
る。

コーディネーターは安易に妥協
させることなく、アクションラーニン
グをリードしていく必要がある。ア
イデアは事例などちょこちょこ出し
ながら触発していく役割である。
メンタリングは、参加者のキャリア
ビジョンを支援する役割である。
E-mailなどで問いかけることであ
る。各人それぞれである。問い方
そのものが問われる役割である。

次回は、企業サイドとして何に
留意しながら取り組むべきかにつ
いて言及したい。

」

られ、デスクでは検証できない。
よって、アクションラーニングは
チームで行うのが通常である。た
だし、チーム編成などは事前に
行っておく。

また、多くは、戦略やマーケティ
ング、財務など活用できないだけ
でなく、体系的に展開されていな
いことが多い。戦略を学びました。
財務を学びました。組織論を理解
しました、で終わっている。ここは
コーディネーターの役割にもなる
が、「理論と実践を通じて信念は
生まれる」ものである。最終プレゼ
ンテーションの時に、ツールの紹
介になってはいけない。

ストリートスマートの期間である
が、インテリジェントスマートの期
間とのバランスで決まるが、経験
的に3ヶ月程度が妥当と考える。
多くは、設定された会合では間に
合わず、チームが自主的に集まっ
て提案を詰める。

お問い合わせなどは
info@kpci.jp

３．コーディネーター３．コーディネーター
コーディネーターの主な役割は
「緊張感」、「ストリートスマー
ト」、「社外メンタリング」そして
「アセスメント」である。緊張感
というのは、各単位で参加者
の意識を常にオンの状態に保
つことである。リーダーというの
は、瞬間瞬間の緊張感の連続
の中で育つこと、そうした環境
を選択することが前提である。
その中で、ある段階で閾値を
越えてくる。コーディネーターは
その状態を作り、維持し、個々
の変化をじっと見続ける役割を
担う。

ストリートスマートの役割とい
うのは、インテリジェントスマー
トで得た知識をその組織にあ
てはめていくことである。これ
は実践力・経験が求められる。
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前半はインテリジェントスマート®、後半はストリートスマート®

8ヶ月間～10ヶ月

プレゼンテーションと評価

＊プログラムはサンプル
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個別フィードバック
定量評価

ビジネスリーダー育成プログラムモデル
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